
ライオンズとレオは、より健やかな地域社会と、 
より持続可能な世界を実現するため、環境保全に取り組んでいます。

*国連  **世界自然保護基金（WWF）  †国連環境計画（UNEP）

生態系、海洋生物、地域社会にとって有害なゴミや汚染物質を取り除くことで、自然と生息地を維持しましょう。  

この奉仕分野はSDGＳの目標14と目標15
を支持するものです

海洋と海洋資源を持続可能な開発
に向けて保全し、持続可能な形で利
用する

陸上生態系の保護、回復および持続可
能な利用の推進、森林の持続可能な管
理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止
および逆転、ならびに生物多様性損失
の阻止を図る

国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」は、現在そし
て将来にわたって、人と地球の平和と繁栄のために
共有しようとしている構想を提示するものです。17
の目標は、先進国も発展途上国も含めたすべての
国が、全世界で一体となって協力し、直ちに行動を
起こすことを求める呼びかけです。SDGsの達成に
は、政府の戦略やイニシアチブを補完的かつ不可欠
なコミュニティ活動につなげるボランティア団体の
関与が不可欠です。

環境の浄化 と復元
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プラスチックは海洋ごみの
85％を占めます。2040年ま
でには3倍近くに増え、年間
2,300万～3,700万トンの廃
棄物が海に流れ込むと予測

されています。

プラスチック汚染によっ
て命を落とす海洋哺乳

類は毎年10万頭にも上
ると推定されます。**

100万種の動植物が絶滅の危機に
瀕しています。生物多様性、つまり
私たちを取り巻く自然を回復させ
ることは、食料、医薬品、衣料品の
供給など、人間の福祉にとって非

常に重要です。**

世界人口の40％に当たる32億人
が、 土地の劣化（人間の活動やそ

の他の力によって生じる、土地の汚
染や枯渇といった損傷）によって悪

影響を被っています。†

魚介類、飲み物、あるいは一般的な塩を摂取することを通じて、
プラスチックは人体に取り込まれます。プラスチックは皮膚から
も吸収されますし、空気中に浮遊しているものを呼吸で取り込

むこともあります。その結果、ホルモンの変化、発育障害、生殖異
常、さらにはガンを引き起こす恐れがあります。* 
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国連環境計画（UNEP）のWorld 
Environment Situation Roomにアクセ
スして、そこに集められているリソースから 
海洋・海・海岸、そして生物多様性と自然の
喪失に関する有意義な情報を得て、 世界各
地で進められている代表的な取り組みにつ
いて学びましょう。

6月8日の世界海洋デーにちなんで、所属ク
ラブの奉仕活動を計画しましょう。環境保
護のために世界中の人が奉仕する日に、
地域全域を対象とした、海の浄化の活動を
計画し、大勢の人々に参加してもらうように
呼びかけて、新たなつながりを築きましょ
う。UNEPが提供しているポスター、写真、ビ
デオ、その他のリソースを利用して、地元の
地域社会で、この日に関する認識を広めて
ください。「#WorldOceansDay」のハッシュ
タグをつけて、あなたのインパクトをSNSに
シェアしてください。 

プラスチックや汚染物質が、自然や水
域に与える影響についての認識を広
めましょう。地元の専門家を招いてワ
ークショップやパネルディスカッショ
ンを開催し、プラスチックの使用を根
本的に減らす方法を探りましょう。 

世界で使われているアプリ「Marine 
Debris Tracker」をダウンロードし
ましょう。これは世界中の熱意ある市
民、地域団体、熱心な教育機関、非営
利団体、科学団体が、ゴミの実態を報
告して、プラスチック汚染の全体像を
把握するためのアプリです。所属する
クラブ、地区、複合地区を登録グルー
プとして追加し、進捗状況を定期的に
確認して、世界中の地域社会から刺
激を受けましょう。  

地元の公園、水族館、その他の環境保
護団体などに連絡を取り、地域の清
掃活動に関する情報を教えてもらい
ましょう。  

地域の美化事業を計画：たとえば空き地
の清掃や整備、コミュニティガーデンでの
植え込み、使われていない場所を自然に
触れるための空間として再利用するため
の整備、などが考えられます。地元の自
治体や地域団体と協力して、こうした事
業が必要な地域を特定しましょう。 

ワールドクリーンアップデー （9月の第
3土曜日）にちなんで、世界各地で行われ
る清掃活動について調べてみましょう。地
元の事業に参加してもいいですし、そう
した取り組みのリーダーを募集していれ
ば、応募するのもいいでしょう。  

環境保護のための清掃活動に力を入れ
ている地域の団体を調べ、そうした団体
と連携して地域のイベントを計画しまし
ょう。現地パートナーシップを開拓するた
めの国際協会のガイドは、こちらからダ
ウンロードできます。

所属のクラブ、地区、複合地区と協力
して、毎月1回、ビーチ、海岸、地域のパ
ブリックスペース、陸地、水辺など場所
を問わずゴミ拾いを実施しましょう。持
続可能性を高めるため、こうした清掃
活動を定期的に実施することを検討し
ましょう。  

国連生態系回復の10年（2021-2030） につ
いて学び、 「Practical Guide to Healing 
the Planet」（地球を癒すための実践ガ
イド） を読んで、自然保護を目的とした実地
参加型の奉仕事業案を策定しましょう。 

Ocean Cleanupの取り組みをフォローしま
しょう。この団体は, 2040年までに海中に漂
っているプラスチックを90％削減することを
目指して活動しています。 
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https://wesr.unep.org/article-category/browse-topic?page=0
https://wesr.unep.org/article-category/browse-topic?page=0
https://wesr.unep.org/article/ocean-seas-and-coasts
https://wesr.unep.org/article/biodiversity-and-nature-loss
https://wesr.unep.org/article/biodiversity-and-nature-loss
https://www.un.org/en/observances/oceans-day
https://www.nationalgeographic.org/education/programs/debris-tracker/
https://www.nationalgeographic.org/education/programs/debris-tracker/
https://www.worldcleanupday.org/
https://www.lionsclubs.org/ja/start-our-approach/service-journey/service-toolkit
https://www.decadeonrestoration.org/
https://wedocs.unep.org/bitstream/handle/20.500.11822/35858/ERP.pdf?sequence=1&isAllowed=y
https://wedocs.unep.org/bitstream/handle/20.500.11822/35858/ERP.pdf?sequence=1&isAllowed=y
https://sdgs.un.org/partnerships/cleanup-90-floating-ocean-plastic-2040

